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丶． 計画の策定に当たって：

２

Ｚ。 教育を取＆｜巻く時代認識と課題整理
●

■教育を取り巻く時代認識

①第四次産業革命への対応

未来の教育を考える上でＩ ＣＴ教育は佶須なアイテムとなり、新

型コロす ・パンデミックにより前倒しされた 「ＧＩＧＡスクール構想」

をはじめ、Ｉ ＣＴ教育の質的向上に実践的に取り組もことが求めら

れています。

②学びのイ／ベーションヘの対応

劇的に変化する経済社会のあり様に対し、これからの教育におい

てどのような知識、スキル、態度・ 価値が佶要であるのか、世界的

な検討がなされています。 世界的に、「学びのイノベーション」には

「創造性」「探求」匚協同」などの学びが重要であることが指摘され

ています。

③世界的規模での変革への対応

グローバル化の進展、 気候変動に伴う自然災害の多発など、地球

環境問題や国際情勢の不安定化に対し、 新しい価イ直観を齟出 し、持

続可能な社会 ・地域づくりを担う多様な人材の養成が求められてい

ます。

④少子化・人口減少時代への対応

これまでの延長上のやり愬では立ち行かない社会の到来を迎え、

「人」そのものが、一人ひとり価値ある存在として再認識され、社

会全体での学び直し（リカレン ト教育、 リスキリング）への取り組

みが求められています。

■計画Ｑ位置づけ

第２次読谷村教育振興基本計画は、 教育基本法（平成 １８ 年法律第

１２０号）第 １７ 条第 ２項の規定に基づき、 読谷村教育委員会の教育

施策を総合的かつ計画的に推進するため、本村における教育振興の施

策に関する基本的な計画として定めたものです。 なお、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第 １条の３ に基づき、本計画は、 「読谷

村教育の大綱」と して位置づける基本計画と します。

・計画策定の考え方

厂読谷村教育振興基本計画」（第１ 次） 策定後に、「読谷村ゆたさも

ら後期実行プラン」をはじぬ上位関連計画の改定が行われています。

引き続き、本計画は改定された上位関連計画との整合を図 ります。

この第２次読谷村教育振興基本計画は、 子どもの教育に関する基本

的な性格を持つと とも に、 厂人生１ ００ 年時代」 を迎え村民誰もが学

ぶ生涯学習の視点も持った、読谷村の基本的な教育行政の目指す方向

性や振興方策を示すものです。

■計画期間

本計画の計画期間は、 ２０２４（令和ら）年度から２０２８（令和 １０）年

麿までの ５年間と します。 なお、計画期間中であっても、 必要に疝

じて計画の見直しを行 つていきます。



⑤高齢社会、 格差社会、孤立社会などへの対応

日本は、 世界でもまれにみる超高齢社会であり、 社会保障制度や財

政の問題、老ノマ介護、認知症など、これまでの制度や体制では対応し

されない問題が露呈してきています。

地域コミュニティ のもつ可能性が再確認されており、 「誰も取り残

されない社会」を目指した社会的包摂機能の再構築が求められていま

す。

つ・この課題整理

①時代に対応した「学びＪＱ環境づく＆ｌへの対応

将来の予測が困難な時代を迎え、予想される社会課題に対 し、 自ら

関わり新たな社会を彪り出 していく人材の育成が求められている中、

学校教育ではこれまで以上に「主体的・ 対話的で深い学び」の充実に

向けた取組みが求められています。

「主体的 ・対話的で深い学び」 の実現に向けては、全ての子どもた

ちの可能性を引き出す 「個別最適な学び」と 「協働的な学び」 の一体

的なカリキュラムの充実が必要とされています。

②地域資源を活かした生涯学び続ける環境づくりへの対応

人口減少社会での 厂人」は、未来を拓く創造性を生み出す原動力

として位置づけられ、 生涯を通して誰もが学び続けられる環境づ＜

りが求められています。

学び直し （リカレント教育、リスキリング） を推進するため、一

人ひとりの学びと社会全体で協働する生涯学習・ 社会教育の環境づ

くりに取り組も佶要があります。

３

ｋ　滷

③地域特性を活かした信頼感Ｑある社会基盤づく＆１への対応

近年、分野横断的な施策連携が重視される中、各施策の展開に当

たっては 「コミュニティ」 が重視され、 信頼感のある持続する地域

コミュニティが求められています。

学校教育 ・生涯学習・ 社会教育の充実を図ることにより、 地域コ

ミュニティの持続性を高め、次世代に循環する信頼感のある社会基

盤づくりが必要となっています。
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３。 学校教育に関するデータ

　

（人）　　　　　　　　　村立幼稚園園児数の推移
４５０

４００　　　　　　　　３８６
３４９

｜｜ 自山
平成３０年度 令和元年度令和２ 年度 令和 ３年度令和４ 年度 令和 ５年度

推 （人）　　　　　　　　　　生徒数の推移
１， ５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶， ４８９

｜， ４５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１， ４４２

１， ４１２１’ ４００　　１， ３８０　　　１’ ３７６　　１， ３６９　　　　　　　　　　　１」１ １１１
平成 ３０年度 令和 元年度令和２ 年度 令和 ３年度令和４ 年度 令和 ５年度

・村立幼稚園園児数は減少傾向　　　　　　　　　　・村立小学校の児童数もやや減少傾向　　　　　　　・村立中学校の生徒数は増加傾向

（人 ）　　 村立 ・私立（法人）保育園園児数の推移
｜， ２００

９９０　　　 ９８８　　　 １， ００５　　 １， ００４　　　 ９８２

亅，　　　１１Ｓ　Ｉ亠｜亅亠１ １亠１１亠｜ ｜亠｜
平成３０年度 令和元年度令和２年度 令和３年度令和４年度 令和５年度

・村立保育園　 ・私立（ 法人 ）保育園

（人）　　　　　　特別支援児童 一生徒数の推移
２５０

２００

；ｊ１１２１　１　１　１
平成 ３０年度 令和元年度令和２ 年度 令和 ３年度令和４ 年度 令和 ５年度

ｓ児童数 ・生徒数

（人）　　　 不登校児童・ 生徒数の推移
１２０

１００

ｈ呂Ｈ
平成 ３０年度　 令和 元年度　 令和 ２年度　 令和 ３年度　 令和 ４年度

・小学校 ・中 学校

・村立・ 私立 （法人） 保育園の園児数は減少傾向　　　・特別支援の児童数、 生徒数と も増加傾向　　　　　・不登校の児童数、生徒数は増減を繰り返す

ｔ・
４

丶＿「



４。 アンケート概要

丶． タノ

●児童生徒アンケート

学校は楽しいか

戝
一
　
　

６
１

Ｎ＝７２６

３５ ；　４． ８％

１　 ３． ９％

；８．４Ｓ　 ・ｉ，（９１１ ；　４２ ．８Ｓ

●とても楽しい

獵どちら かと いえ ば楽 しい

・どちらかといえば楽しく

ない

・ぜんぜん楽しくない

・どちら ともいえない

・８ 割強の児

童生徒が学

校は楽しい

と回答。

＜ア ンケート対象＞

・児童生徒： 小学５年生５１９ 人、 中学２年生４８６人

・教員　　 ：小 中学校２０８人

・保護者　 ：１ ，００５人

＜ア ンケート回収率＞

・児童生徒（７２．２％） 、教員（５１ ．４％） 、保護者 （２７． ９％）

小学校５年生

（Ｎ ＝４００）

中学校２年生

（Ｎ＝３２６）

合計 （Ｎ ＝７２６）

０％

地域の大人が自分たちを見守ってく れていると感じるか

１０％　　 ２０％　　 ３０％　　 ４０％　　 ＳＯ％　　 ６０％　　 ７０％　　 ＳＯ％

２３．３％

９０ ％　　 １０ ０％

１０’ｏｓ　。４‘０１． ３％

ｊ５ ８ｓ３７ｓ

１６ ．０Ｓ　 ？・ｓ］ ・ｓ

・感じる　 ・たまに感じる　　どちらともいえない　 いあまり感じない　 ・感じない

・全体でみる

と、 約フ割

強の児童生

徒が、地域

の大人が自

分達を見守

って くれて

いる と感じ

ていると回

答。

丶
０‰

「
・授業で一番楽し いと 感じ

る時は、 小学 ５年生は

「コ ンピュータの操作、

実験、調理実習等」。中

学２ 年生 は「友達 と話し

合い．活動し てい る時」

が最 も割合が高い。

・子 ども の教育に関する

課題につ いて は、 小学

校の教員 は「基本的な

・子 ども の教育に関する

課題につ いて は、 小学

校の教員 は「基本的な

生活習慣の乱れ」 、中学

校の教員 では 「不登校

問題」に対し 、懸念す

る意向が上位を示す。

５

●教員アンケート

子どもの教育に関する課題
０， ０％ １０ ０％　 ２０．０％　 ３０．０％　 ４０．０％　 ５０ ，０％　 ６０、０％　 ７０ ０％　 尨Ｑ。０％

基本的な生活習慣の乱れ　　　　　　　　　　　　　　　　・．．いｒｌ’．；　　　６７
－　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　「

基礎学力の低下　＿＿　　　　　　 １８．０？６　５９．８％
家庭環境等による教育格差

不登校問題

家庭の教育力の低下

道徳心や規範意識等の 低下

５９．８％

１％

６８．０％

健康状態や体 低－３０．５％

いじめ問題㎜髻‰

学校の施設や設備関係 一一‥・一一 い； Ｆ１　３２．０％

教職員の資質や指導力不足 ㎜ノ？‘岔Ｏ％

病気や障害等への理解不足 ＿１戳）ｔ％

学校一家庭・地域の連携不足ｓｒ扈・亠 １２．２％

地域の教育力の低下　｜に ｜｜｜Ｉ Ｉ囗 气　　　２８．０％

その他醴 ４゛ ９％ １２ ０％

特になし　膃

４８．０％

６０．０％

・小学校

（Ｎ ＝８２）

・中学校

（Ｎ ＝２５）



●教員アンケート　　　　　　　　　　　　　　　匹・教員の この １年間の多忙

感については、全体では

「と ても感じ る」 と「あ

る程度感 じる 」の両方で

約９ 割強を示 し、 小学校

より も中 学校 でよ り強＜

多忙感を感じている。
●保護者

・保護者の学校活動への参

加や、先生に協力 したい

と思 うかにつ いて は、

「どちらかと いえばそう

思う 」と 「そ う思 う」の

両方で約８割強を占め、

肯定的な意向を示す。

〕

／
／

ｉ　　ｉう　う
Ｎ＝２８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　・そう思わない

・多忙感 を解消す るた めに

必要だと 思う こと につい

ては、小学校 ・中 学校の

教員ともに「調査や事務

関係の提出書類を 少なく

する」こ とに対し、約５

割の高い意向を示す。

〃

キ

・保護者の学校教育

等で特に子どもに

学んでほ しいこと

につ いて は、 「他人

と協調するコ ミュ

ニケーシ ヨンカ」、

「自 ら学び、考

え、 主体的に 行動

する 力」 などに対

する 意向 が上位を

占め 、概ね教員同

様の傾向 を示 す。

ノ

ａ鳬

廴
６



７

囗りＦ７ ３三白

づく＆ｌ

将来、子どもたちが社会人として赴＜仕事は、多くが現在は存在

しない職種になることが指摘されています。 将来の予測が困難な時

代の中、 匚当事者として関わる力」 「探求し続ける力」「他者と協働す

る力」を育む学びが求められています。

また、「学びの場」は学校教育だけではなく、地域の人材 ・社会教

育関連施設・ 自然環境 ・歴史文化も活用した、地域との協働による

教育環境づく りが重視される時代です。 一方、地域社会においては

価値観の多様化などにより、地域コミュニティ機能や地域教育力の

低下が顕在化しています。

本村においては、 これまで 「朝のあいさつ運動」 をはじぬ、祭り

やスポーツ大会、 伝統芸能継承、自治公民館を活用した居揚所づく

りなど、 地域の各種団体と子どもたちが培ってきた実績がありま

す。 これらの活動を厂非認知能力」 や「身体的文化資本」 の可能性

の観点からみると、これからの 厂学び」 を支える大きな地域資源と

もいえま す。

子どもたちの 「学びの揚」 を学校から地域社会に広げ、学校教育

と生涯学習・ 社会教育が連携し、次世代の担い手を育もとともに、

「学び直し」 をはじめとする生涯学習・ 社会教育を通じた持続的な

地域コミュニティ づく りにも取り組む必要があります。

「学び」 に対する時代認識を踏まえ、「希望ある未来を切り拓き生

涯学び続けるひとづく り」 を基本目標に設定し、 自らが社会の詣り

手となり、希望ある未来を切り拓き、予測困難な時代を生き抜くた

め、 生涯学び続けるひとづくりを目指します。

５。 基本計画の基本的考え方

■基本理念

●ちむ抛弓さある６・と４學び脣ち

世界的な新型コロす・ パンデミ ックによ り、 様ノマな分野で変革が

求められ、Ａ Ｉや ｌｏＴなど第四次産業革命の進展に伴い、予測困難

な正解のない時代が加速しています。

社会が大きく変化する中、 これまで以上に時代に対応した教育の

変革に取り組み、 村民が自ら研鑚に励み、グローバルな視点に立っ

て活躍できる人材づく りが佶要になっています。

もら づく りの基本は「ひとづく り」 です。引き続き、 第２ 次読谷

村教育振興基本計画でも、 「ちむ海らさある燧茴長び晉ち 」を基

本理念に掲げ、子どもから大人まで一人ひとりが夢を育み、可能性

を広げ、 生涯輝けることができる教育施策を推進します。



ｒｊとＥＥｉｉｉサ；Ｓ
●基本方針１ ：子どもたちの幸福を実現する「学び」の充実

ッ基本方針Ｚ ：子どもから大人まで誰もが生涯を通し「学び育ち合う」環境づく＆１

基本方針３：地域の誰もが参加する「学びを寶える」環境づく＆｜

基本的な考え方の概念図

学校教育　　｜

子どもたちの幸福を実現

する 「学び」 の充実

多様な学びの

充実

子どもから大人まで誰も

が生涯を通し 「学び育ち

合う」環境づくり

生涯学習・社会教育

希望ある未来を

鄂丶拓き生涯

学び続ける

ひとづくり

地域づく りの

担い手育成

８ 廴。

地域の誰もが参加する

「学びを支える」 環境

づく り　　　　　　　ｊ

地域・行政機関ｊｊ



●基本方針１ ：子どもたちの幸福を実現する ｜学び」 の充実

【基本施策】
－

基本施策１

資質 ・能力を基盤とした確かな学

力の向上

基本施策２

豊かな心を培う教育の推進

基本施策３

健やかな体の育成

基本施策４

多様なニーズに対応した教育支援

の充実

【具体施策】

①幼児教育と 「架け橋期」 教育の充実

②児童生徒の学びの質の向上

’．．”ノ

【主な取り組み】

１⑩幼児教育 ・保育の質の向上

膕Ｅｊつ幼児教育 ・保育の教育環境整備の推進

（榴 「架け橋期」 の学びの質の向上

⑩特別な配慮を必要とする子どもへの支援

（鶚新たな時代に対応する視点をもった授業改善の推進

鵈ＩＣＴ を活用した学びの充実
６

庖）基礎学力の定着と基本的な学習習慣の確立

⑩自己肯定感の育成と地域の学習資源の活用推進

③キャリア教育の推進
Ｓ

膕⑩国際化に対応した教育の推進

①本村の特｜荏を活か した平和を希求する心の育成　 六戸地域資源を活用した平和教育の推進

（考）ｌｃＴ を活用した郷土資料の活用

詣多様で主体的な学びの推進

②い じめの予防対策・ 対応の充実

①運動に親しむ環境づくり と体力の向上

－　　　　　　　 一一一一

②望ましい食習慣 ・生活習慣の確立

①特別支援教育の充実

②帰国・ 外国籍児童生徒への教育支援

③子どもの貧困対策の推進

（湍豊かな人間性や社会性を育も教育の孰実

諳安心して学べる学級 ・学校づくりの推進

＼鵈学校と地域の連携

バ遡運動 に親 しむ機会の提供

≒．嫣体育活動の向上の推進

ス愿健康教育の推進

７⑦地産地消を通した食青の推進

（弖）学校給食の安定供給

づ鶚支援体制の充実

⑦教職員の専門性の向上

穏切れ目のない支援体制の構築

（湍就学機会の確保

バダ）日本語指導の支援
－

（鶚就学援助の充実

鵈関連部署の連携

凵詣包括的対策の構築

９



基本方針２： 子どもから大人まで誰もが生涯を通し「学び育ち合う」環境づくり

【基本施策】

基本施策１
♂

生涯学習の充実

基本施策２

生涯スポーツの推進

基本施策３

地域文化の継承・ 創造 ・発展

【具体施策】

①生涯学習の推進体制の充実

充実

一一　 ｜・ ｜・ ｜・ ・㎜ ■㎜ ㎜㎜㎜＝ 一一一一一・－－　 －｜ －　 ¶・ ＩＪ¶・ ＝・・－＝－・・・・ ＝・＝・一一・＝ －・－１１１ ■¶¶－ ・』■』｜・Ｊ

③活動拠点の充実 ・活用促進

④読書活動の推進

①健康づくり と生涯スポーツの昌及推進

－‥　 ‥一一一一一一一一‥－一 一一 一　 ……－－ －－ －－ －－ －－ －－ －－－－ －一 一－ －一 一・

②スポーツ指導者 ・スポー ツ団体（Ｌスポーツ団体の育成

③スポーツ環境の充実

①文化財の保存・ 活用

②伝統芸能等の保存・ 継承

一一 ・… …－ …… －－一一一一 一一 一… …… …… …… －一 －‥ －－ －－ －－ －－ 一一…… …… …… －－ －－ －－ －－ －－ －－ －－ －一一－ －・ －－ －－ ・・ －－－

③郷土に関する資料の収集 ・保存・ 活用

④郷土文化や芸術に触れる揚の充実

１０

【主な取り組み】

才「第２次読谷村生涯学習推進基本計画」の推進

①生涯学習を支える人材育成

首行政・ 団体 ・地域の横連携の推進

⑦各分野の基本計画等と連携した学習機会の創出

作村民主体の活動支援の充実
一一＝一一｜－－一一｜－Ｉ－｜¶－ｊ¶・Ｕ・＆Ｉ・Ｉ・Ｕ＝・－－＝・・・・・一一・－－・・－＝・－■¶捫｜ｒｌ－・■■｜ＩＪＵ・－・・・・・－・・＝・・＝・・－・・ ＝－＝・ ＝・ －－一一　一一

簗新たな学びに対応した施設機能の向上

簿態設間の連携強化

詣新たな村民ニーズに応えた施設の活用促進

茵（イ反称） 読谷村総合情報センターへのスムーズ笥、機能移転

⑦新たな学びに応えた機能強化

争スポーツをとおした健康増進の推進

⑦誰もが参加できる生涯スポーツの推進

⑤村民ニーズを踏まえた新たな生涯スポーツ
一一一一一＝－＝＝＝ｊ冖■¶ －Ｓ－懼｜■－・・＝－・・＝・－＝＝＝＝－－・

簗スポーツ指導者の育成・ 確保

鵈ト ップアスリー トと連携した人材育成

脂時代に対応したスポーツ団体の育成

湍計画的施設整備の推進

⑦施設予約システムの推進

脂近隣自治体との連携

仍座高眛城跡の整備体制の構築

⑦大滝アガリヌウガン遺跡の整備促進
－・－・＝－・－－・一一一・－・一一一ｒ■Ｓｊぼ■㎜ ■ＵＩ■－・・・一一一

（力地域伝統芸能の保存継承

陂）伝統工芸の継承発展

慨）伝統工芸と体験学習との連携

②郷土資料の収集と情報発信

①ＩＣＴ技術の活用

（ウ）（イ反称） 読谷村総合情報センター建設を踏まえた機能強化

悦世界遺産座喜昧城跡ユンタンザミュージアムの機能向上

①読谷村文化センターの機能向上

⑤分野連携に よる新たな価値創造



基本方針３： 地域の誰もが参加する 「学びを支える」 環境づくり

【基本施策】

基本施策１

健全な青少年の育成

基本施策２

地域とともにある信頼される学校

づくりの推進

基本施策３

新しい時代を展望した教育行政の

充実

【具体施策】

①各種体験活動、 リーダー育成の充実

③読谷村青少年健全育成連絡協議会の充実

①学校・ 家庭 ・地域の連携強化

②学校施設・ 設備の充実

－－－－－－－一一一－－－－－－一一－－－－－…………－－－－一一－－

③教員の働き方改革の推進

④教職員の資質・ 能力の向上

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一・－－－－－－－－－－……－－

⑤危機管理対策の充実による学校安全の推進

①家庭・ 地域の教育力の向上

②教育委員会の充実

１１

ｋ　１

【主な取り組み】

茵多様な体験 ・交流活動の充実

①地域間交流の継続

争多様な学びの場づくり

鵈相談体制の充実

穏関係団体等の連携強化

②連絡協議会の活動の周知

⑦新た袷、団体等の参加促進

争コミュニティ・ スクール （学校運営協議会）の充実

⑦学校協働活動ボランティアの人材発掘

（售安全で安心な学校施設整備の推進

鵈ＩＣＴ環境の整備と計画的な吏新
－－－－－－－………－－－－－－－－－－－一一－－－－－

（湍業務改善 ・効率化への支援

⑦専門スタッフ等の配置支援

（弖）地域・ 保護者等との連携
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一

（湍新たな学びに痂じた研修の充実

鵈学校の組織力の強化

争避難訓練等の実施

⑦地域・ 関係機関との連携

⑤「学校安全計画 ・危機管理マニュアル」の評価 ・改善

怙家庭教育支援の充実

①家庭教育を支える地域の意識向上

茵新たな時代に対応した学校づくりへの支援

⑦関係部署・ 関係機関との連携強化

⑤「学びの質の向上」 に関する調査研究

：） 組み】

九協議会）の充実

老掘

フル」の評価 ・改善

一一一一一一

＼の支援

阡究



６。 計画Ｑ推進にあたって

ＡＣ ＴＩ ＯＮ （改善）

●取組の見直 し・ 改善

ＣＨ ＥＣ Ｋ（評価）

●総合教育会議

●教育委員会の事務に

関す る点検・ 評価

●行政評価

本計画は、基本目標に掲げる「希望ある未来を切り拓き生涯学び続け

るひとづくり」の達成に向け、 家庭 ・学校・ 地域 ・行政が一体となっ

て、 信頼関係をもち、 連携 ・協働し、施策を推進します。

また、子どもを取り巻く環境の変化は激しく、多様化 ・複雑化してお

り、 教育分野だけではその解決を図ることが困難であるため、 分野横断

的な施策展開を推進する佶要があります。佶要に疝して国、県、その他

関係機関との連携 ・協力を図り ます。

■計画の進行管理

本計画を推進するために実施される施策については、 毎年度定期的な

点検とその結果のフィ ードバックによる進行管理を行います。

ＰＤＣＡサイクル 『計画（ＰＬＡＮ）→実行 （ＤＯ） →評価（ＣＨＥＣＨ）

→改善（ＡＣＴＩＯＮ）』 による成果の検証と計画の効果的な見直しを行い

ます。

第２次読谷村教育振興基本計画

（概要版）

２０２４ （令和ら）年３月　発行

発行 ：読谷村教育委員会　教育総務課
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１２

ＤＯ （実行）

●事業の計画的な実施

ＰＬ ＡＮ （計画）

●教育振興基本計画


